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医
学
部
・
歯
学
部
附
属
病
院
で

地
震
災
害
医
療
訓
練
を
実
施

　

今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、「
新
学
際

領
域『
被
ば
く
医
療
学
』の
教
育
・
研
究

拠
点
形
成
に
向
け
て
」の
テ
ー
マ
で
、今

後
の
年
次
活
動
の
目
標
と
将
来
計
画

を
明
示
し
、活
動
内
容
を
国
内
、旧
ソ

連
邦
、ア
メ
リ
カ
、ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
共
同

研
究
機
関
の
研
究
者
と
協
議
す
る
た

め
開
催
さ
れ
た
も
の
で
、海
外
の
研
究

者
20
名
を
含
む
放
射
線
疫
学
、被
ば
く

者
医
療
、及
び
放
射
線
生
物
学
の
著
名

な
専
門
家
42
名
が
招
聘
さ
れ
、総
勢
１

３
０
名
を
超
す
研
究
者
が
参
加
し
、基

調
講
演
や
研
究
発
表
が
行
わ
れ
、大
き

な
成
果
を
あ
げ
ま
し
た
。

長
崎
大
学
グ
ロ
ー
バ
ル
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム

「
放
射
線
健
康
リ
ス
ク
制
御
国
際
戦
略
拠
点
」

第
１
回
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催　

　

医
歯
薬
学
総
合
研
究
科
は
、１
月
31

日
〜
２
月
２
日
、４
日
の
４
日
間
、長

崎
大
学
グ
ロ
ー
バ
ル
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ

ム「
放
射
線
健
康
リ
ス
ク
制
御
国
際
戦

略
拠
点
」（
Ｃ
Ｈ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
第
21
号
参
照
）

の
第
１
回
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
医
学

部
良
順
会
館
に
お
い
て
開
催
し
ま
し
た
。

シンポジウム風景（1）

シンポジウム風景（2）

表札を上掲する齋藤学長と学生

（h
ttp
://gallery.lb.n

agasaki-
u.ac.jp/galapagos/

）で
御
覧
い
た
だ

け
ま
す
。

第
３
回
長
崎
大
学
環
東
シ
ナ
海

海
洋
環
境
資
源
研
究
セ
ン
タ
ー
市
民
講
演
会

”危
機
遺
産
ガ
ラ
パ
ゴ
ス
の
昔
と
今
“
を
開
催

　

２
月
16
日
、総
合
教
育
研
究
棟
に
お
い

て「
第
３
回
長
崎
大
学
環
東
シ
ナ
海
海
洋

環
境
資
源
研
究
セ
ン
タ
ー
市
民
講
演
会

”危
機
遺
産
ガ
ラ
パ
ゴ
ス
の
昔
と
今
“
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ダ
ー
ウ
ィ
ン
財
団
Ｇ
Ａ

（
国
際
委
員
）で
あ
る
松
岡
數
充
セ
ン
タ

ー
長
の
挨
拶
の
後
、諫
早
自
然
保
護
協

会
の
陣
野
信
孝
会
長
、W
W
F
ジ
ャ
パ
ン

の
小
森
繁
樹
氏
、水
産
学
部
の
阪
倉
良
孝

准
教
授
、チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ダ
ー
ウ
ィ
ン
財
団

Ｇ
Ａ
で
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本
ガ
ラ
パ
ゴ
ス

の
会
会
長
で
も
あ
り
、ガ
ラ
パ
ゴ
ス
諸
島

の
植
物
研
究
第
一
人
者
の
伊
藤
秀
三
長

崎
大
学
名
誉
教
授
が
講
演
さ
れ
ま
し
た
。

　

ガ
ラ
パ
ゴ
ス
の
動
植
物
や
過
去
の
画
像

は
本
学
附
属
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

  
11
月
20
日
、医
学
部
・
歯
学
部
附
属
病
院
は
長

崎
市
消
防
局
の
協
力
を
得
て
、職
員
、医
学
部
学

生
等
約
１
３
０
名
が
参
加
し
、長
崎
市
周
辺
で

震
度
６
弱
の
地
震
が
発
生
し
た
こ
と
を
想
定
し

て
、地
震
災
害
医
療
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　

救
急
車
等
で
搬

送
さ
れ
て
き
た
傷

病
者
を
、
傷
病
度

が
軽
い
順
に
緑
、黄
、

赤
、黒
の
4
段
階
に

色
分
け
（
ト
リ
ア

ー
ジ
）し
、治
療
の

優
先
順
位
を
決
め
、

そ
れ
ぞ
れ
の
色
の

エ
リ
ア
に
搬
送
し
、

治
療
す
る
訓
練
を

行
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
地
震
災

害
医
療
訓
練
は
、

参
加
者
が
各
エ
リ

ア
で
の
役
割
、連
絡

体
制
な
ど
を
確
認

し
、意
義
の
あ
る
訓

練
と
な
り
ま
し
た
。

古
写
真
ア
ル
バ
ム

「
ボ
ー
ド
イ
ン・コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」が

オ
ラ
ン
ダ
か
ら
里
帰
り

　

11
月
27
日
、本
学
は
、医

学
部
の
前
身
で
あ
る
医
学

所
の
第
２
代
教
頭
ア
ン
ト

ニ
ウ
ス
・
ボ
ー
ド
イ
ン
の
子

孫（
オ
ラ
ン
ダ
在
住
）か
ら
、

古
写
真
ア
ル
バ
ム
４
冊
と

１
幅
の
パ
ノ
ラ
マ
写
真
か

ら
な
る「
ボ
ー
ド
イ
ン
・
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
」を
入
手
し
た

こ
と
を
報
道
機
関
に
発
表
し
ま
し
た
。

　

オ
ラ
ン
ダ
医
師
ボ
ー
ド
イ
ン
は
、在
日
中（
１
８
６

２
〜
１
８
７
０
年
）に
誕
生
間
も
な
い
写
真
術
に
も
興

味
を
も
ち
、長
崎
の
街
の
様
子
や
人
物
な
ど
を
自
ら
撮

影
す
る
と
と
も
に
、日
本
の
写
真
を
収
集
し
、特
別
な

装
幀
を
施
し
た
ア
ル
バ
ム
も
作
成
し
て
い
ま
し
た
。

　

附
属
図
書
館
が
過
去
20
年
間
に
わ
た
っ
て
収
集
し

て
き
た「
幕
末
・
明
治
期
日
本
古
写
真
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」

（http://w
w
w
.lb.nagasaki-u.ac.jp/old_pic/

）の

な
か
で
も
中
核
的
な
資

料
に
な
る
も
の
と
期
待

さ
れ
て
お
り
、平
成
20
年

秋
に
は
展
覧
会
を
実
施

し
た
後
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
広
く
公
開
す
る
予

定
で
す
。

学
生
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
る

「
や
っ
て
み
ゅ
ー
で
ス
ク
」

表
札
上
掲
式
を
実
施

　

本
学
で
は
、文
部
科
学
省
大
学
改
革
推
進
事

業「
新
た
な
社
会
的
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
学
生

支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
」に
申
請
し
た「
学
生
が
自
ら

育
む
人
間
関
係
力
醸
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
」が
採
択

さ
れ
、今
年
度
か
ら
４
年
間
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

実
施
し
て
い
く
こ
と
と
な
り
、12
月
12
日
に
、福

永
理
事
、管
原
副
学
長
、濱
理
事（
事
務
局
長
）、

田
境
学
生
支
援
部
長
を
は
じ
め
教
職
員
、学
生

約
50
名
が
見
守
る
中
、齋
藤
学
長
と
学
生
に
よ

り
表
札
が
上
掲
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
学
生
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
る「
や
っ
て

み
ゅ
ー
で
ス
ク
」が
設
置
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
セ
ン
タ
ー
と
し
て
学
生
へ
の
支
援

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、地
域
社
会
と
連
携
・
協
力

体
制
を
確
立
さ
せ
、今
後
、学
生
の
人
間
関
係
力

の
醸
成
と
地
域
の
活
性
化
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

搬送された傷病者のトリアージを行う医師等赤エリアで受入の様子

左から柴多附属図書館長、齋藤学長、姫野教授

140年ぶりの里帰りに殺到する報道陣

国内外招待者による記念撮影

概要を説明する山下教授

開会の挨拶を述べる松岡センター長

質問に答えるWWFジャパン小森氏

｢松下幸之助花の万博記念賞｣を
受賞された伊藤名誉教授に花束を贈呈
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せ
、今
後
、学
生
の
人
間
関
係
力

の
醸
成
と
地
域
の
活
性
化
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

搬送された傷病者のトリアージを行う医師等赤エリアで受入の様子

左から柴多附属図書館長、齋藤学長、姫野教授

140年ぶりの里帰りに殺到する報道陣

国内外招待者による記念撮影

概要を説明する山下教授

開会の挨拶を述べる松岡センター長

質問に答えるWWFジャパン小森氏

｢松下幸之助花の万博記念賞｣を
受賞された伊藤名誉教授に花束を贈呈
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